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FD研修叛告

建築デザイン学科 12 名

環境生命工学科 10名

環境技術研究所 7名

その他（学長、 特任教員） 7名

■研修の概要

急速に進歩した ChatGPT 等の生成 AI への対応は、本学の教育活動にとって必要なスキルということが

てきる。本研修は、 昨年度に実施した AI 入門編の研修内容を踏まえて、 ChatGPT 等の生成 AI の大学教育

における利用法について研修を行った。 最新の動向、 講義資料の作成、 演習等てのアクティブ・ラー ニン

グにおける活用可能性などについて参加者の理解を促進することを目的とした。具体的な研修内容は、大

学教育における生成 AI の活用方法と展望について理解するために、 l．主な AI ツ ー ルと他大学の事例、

2. 大学教育に生成 AI の活用、 3.まとめと今後の展望の順番て説明され、 生成 AI を教育に活用しよう

としている教員が具体的に利用てきる具体例を理解て
‘

きる内容となっている。今回の研修を利用し、授業

て生成 AI を有益に利用することが期待される。

なお、 本研修は、 北方キャンパス、 ひびきのキャンパス教員ともに 「必修」 参加とした。

■実施結果

Teamsライブイベントを利用した、 学外の講師によるリアルタイム配信は、 滞りなく円滑に実施され

た。本研修の参加者数は244名てあり、 関心の強さが伺えた。 研修終了後のアンケ ー トの 「今後の教育

活動の参考になりましたか」という質問に対しては、 「非常に参考になった」 「参考になった」とする回

答があわせて約q割となっており、 一定の意義のある研修となったことが推察される。 自由記述欄の

コメントては、 「AI に関する研修の定期的な開催」 を求める意見も見受けられた。 生成 AI に関する FD

研修への高い興味が伺える。





FD研修叛告

■ 研修の概要

授業の内容・質を向上させ、 授業改善を図る重要な手段てある
「学習評価」について研修を行う。内

容として、 学習評価の目的と課題、 評価に適した到達目標、 授業に応じた適切な評価、 学習評価の改

善案の理解を到達目標とした。これにより、教員が実際の授業内容の改善に利用することが期待され

る。 今回の研修ては、 特にアクティブラ ー ニングの学習評価についても言及した。

■ 実施結果

本研修の参加者数 は245名であった。 学習評価については、 多くの教員がどのように考えたら良い

か専門家の意見を参考にしたいと考えていたようて
，，

、 本研修に対する関心は十分高かったと思われる。

アンケ ー ト結果を見ると 「非常に参考になった」 「参考になった」の割合がq割近くとなっている。 特

に、アクティブラ ー ニングの評価について参考になったと言及しているコメントが多く見られた。これ

らにより、 本研修には一 定の成果があったと考えられる。今回は、事前に作成していただいたスライド

資料と研修動画のオンデマンド配信により、研修を実施した。これにより、通信障害などによる中断の

心配がなく、 滞りなく研修が実現て
‘

きたことも良かった。





FD研修報告

れた。また、動画を短くして学生の視聴を促していることや、きめ細かく課題を設定してフィ ー ドバッ

クを行っていること、不正防止の取り組みなど、さまざまな工夫が高く評価された。他の授業担当者に

とっても大きな気づきが得られたと思われる。学生のより積極的な視聴、課題への取り組みを促す方法

について課題を感じている教員が多いようてある。 また、 今後、 本学がどういった方針て
．

、 どの程度、

メディア授業を採用していくのかについても意見が分かれているように感じられる。 長期的な視点て＼

全学的な議論を進めていく必要があろう。
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捜業のピアレピユ ー毅告

2024年度 ピアレビュ ー 報告書

I I. 部 局 巨 外国語学部 四 英米学科

2. 部局の実施方針、 方法

各 が年間に1回程度、 お互いの るピア ・ レビュ ー る。

3. 実施授業

No 授 業 名 参加教員 学生数 No 授 業 名 参加教員 学生数

（人） （人） （人）

l Hospital ity Management l 35 11

2 Tourism Pol icy I l 60 12

3 Introduction to Fi Im, Literature, and Theatre l 12q 13

4 通訳理論と技術 l 55 14

5 15 

6 16 

7 17 

8 18 

q 1q 

10 20 

4. 出された主な意見、 コメント

• The lecture on Marketing in the Hospitality Management was interesting and
entertaining, and students were engaged in the topic and discussions.
• Some of the students rea 11 y did a good job on their PPTs which made the content

interesting, while some students' PPT were not very good.

（人）

• The instruction was informative and students were engaged and interested in the topic.
・ 講義と課題を通じて十分に重要事項が身に付く授業の進め方てあると感じた。

5. 成果と課題

弔勤と1吊 、 カルチャ ー 分野とビジネス分野、 言語分野とビジネス分野など、 異なる：： ifiや
分野の間て

，，

ピアレビュ ー がてきたため、 コメントにも有益なものが多かった。
今年は、 日本人講師と外国人講師の間のピア ・ レビュ ー がなかったので、 今後は増やしていきた
し ‘ 。
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FD委貢会について

(3)委員構成

2024年度のFD委員会は委員長1名、 副委員長1名、 委員17名、 アドバイザー1名て構成される。

役 割

委 員 長

副 委 員 長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

アドバイザー

氏 名

後藤 宇生

狭間 直樹

寺田 真 一郎

胡 玉華

李 東俊

前田 淳

市原 勇 一 （l学期）

挑 智華 (2学期）

渡瀬 淳子

柴原 健太郎

齋藤 友美子

澁谷 壮紀

寺田 千栄子

孫 連明

白石 靖幸

藤田 俊

Danny M i nn

池田 隆介

松田 憲

上月 翔太

所 属 職 名

経済学部経済学科 教 授

法学部政策科学科 教 授

外国語学部英米学科 教 授

外国語学部中国学科 教 授

外国語学部国際関係学科 准教授

経済学部経済学科 教 授

経済学部経営情報学科 准教授
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- ----------------------------------

経済学部経営情報学科 准教授

文学部比較文化学科・社会システム研究科 教 授

文学部人間関係学科 准教授

法学部法律学科 准教授

法学部政策科学科 准教授

基盤教育センタ ー （地域創生学群） 准教授

国際環境工学部情報システム工学科 教 授

国際環境工学部建築デザイン学科 教 授

基盤教育センタ ー 准教授

基盤教育センタ ー 准教授

基盤教育センタ ー （ひびきの分室） 教 授

マネジメント研究科 教 授

FDアドバイザー 講 師
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